
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     第２４１９回 ２０１６年 1 月 23 日（水）13:30～15:30 ひの煉瓦ホール小ホール   No.26 

      ブリティッシュヒルズ中学生国内留学報告会 
 【会長挨拶】 横倉 利夫 会長 

	
 	
 

 東京日野ロータリークラブ会長の横倉でございます。 
ブリティッシュヒルズ中学生国内留学の報告会の前に、我々の例 
会に日野大坪市長はじめ多くの皆様にご出席頂きありがとうござ 
います。 
 東京日野ロータリークラブは、今年で 50 周年を迎えました。50 周年の記念事業
では、皆様もご存じの高幡不動尊の高幡山に 3 万本の彼岸花を植栽しました。皆様
からの御支援もあり、10 万本が植えられたと聞いています。今年の夏には素晴らし
い花を咲かせるでしょう・・皆さんも期待して下さいね。 
 ロータリークラブは「奉仕の機会を広める活動を行っています」 
50 年間では、数々の数え切れないほどの奉仕活動を行ってきました。中でも皆様の
記憶にある・・浅川クリーン作戦、現在は日野市の主催で行われていますが、発足
当初はロータリークラブによってスタートしました。また、新撰組まつりの「隊士
コンテスト」や 今回のブリティッシュも我々の事業です。 
 これから、我々が考えなければならない事は、青少年の育成です。絶対に外す事
が出来ない活動です。これからの日本を支え、作ってゆくには、本日報告される皆
さんの様な若者を育てて行かなければなりません。グローバル社会に対応できる人
材の育成です。本日、ご出席の皆様のお力をお借りし、またロータリークラブの諸
活動に更なるご理解を賜ります様お願い致します。 
	
 

≪例会プログラム≫ 
	
 

【司会】 
 小峯 敏夫 
 例会向上委員長 
	
 

【開会点鐘】 
	
 横倉 利夫 会長 
	
 

【ロータリーソング】 
	
 ソングリーダー 
 清水 博雅 君 
『奉仕の理想』 
	
 

【ご挨拶】 
	
 日野市長 
 大坪 冬彦 様 
	
 
 

	
 

【幹事報告】 西山 尚之 幹事 
	
 

・2月24日の地区大会には大勢の会員で参加しましょう。 
・4月20日は日野クラブの50周年記念式典です。実施内容が決まりましたら、適宜報告いたします。 
 	
 
【ビジター・ゲスト紹介】 
 
日野市長 大坪 冬彦 様 ／ 国際ロータリー第 2750 地区ガバナー 水野 功 様 ／ 
第2750地区 多摩南グループ幹事 山口 徹雄 様 ／ 日野市教育委員会 委員長職務代理者 高木 健夫 様／ 
日野市教育委員会 教育長 米田 裕治 様 ／  
日野市立公立中学校校長会長 大阪上中学校 校長 高橋 清吾 様 ／ 日野第一中学校 校長 石村 康代 様／ 
日野第二中学校 校長 石川 晴一 様 ／ 七生中学校 校長 中村 宏 様 ／  
日野第三中学校 校長・BH団長 中島 建一郎 様 ／ 日野第四中学校 校長 須藤 昭人 様 ／ 
三沢中学校 副校長 井田 久雄 様 ／ 平山中学校 校長 秋山 譲児 様 ／ 
日野市教育委員会の皆様 ／ 引率並びに BH関係者教諭の皆様 ／  
BH 中学生国内留学 参加生徒の皆さん、保護者の皆さん ／  
飛火野ロータリークラブ 会長 小島 明 様 ／ 日野ローターアクトの皆様 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ブリティッシュヒルズ中学生国内留学報告会】 
 

 

【主催者挨拶】 横倉 利夫 会長 
 東京日野ロータリークラブの会長を仰せつかっている横倉と申します。 
本日は、第１３回ブリティッシュヒルズ中学生国内留学が、この冬休みの 12 月 26 日から 28 日に 
実施され、参加された中学生の皆さん・・お帰りなさい。生徒の皆さんに拍手です。如何でしたでしょうか？皆さんは
素晴らしい体験をされ、これから高校から大学や社会人として飛び立とうとしている方々です。非常に楽しみですね。
人生は不安ばっかりかもしれませんが楽しい物です。苦労をすればするほど楽しい物です。 
 「念ずれば・花開く」という言葉をご存知ですか？ただ神様にお願いしても夢はかないません・・この言葉の本当の
意味は、「何事も一生懸命に祈るように努力をすれば、自ず道は開ける、夢や目標がかなう」という意味です・・目標
や夢に向かって本気になって行動する事です。この前の結団式の決意表明もしっかり出来ましたね・・これは皆さんが
努力された結果です。大きな大きな夢を持って、今回のチャレンジしたと言う経験がきっと人生を支える事になるでし
ょう。がんばれー 
 本日の報告会が楽しみです。生徒の皆さんは、結団式より一回り大きく見えますよ。きっと自信がついたのでしょ
う。・・ただお話しておきたいのは、失敗を恐れない事です。どんどん失敗して下さい・・失敗した人ほど成功の道を
歩いている事が多いようです。この年になっても勉強して 
います。皆さんから学ぶ物が沢山あります。人生は一生勉 
強かな。 
 自分の事で恐縮ですが、自分は 2年前から海外で仕事を 
スタートしました。恥ずかしい話ですが英語がしゃべれな 
いのです・・はじめて英語の勉強を始めたところです。で 
も頭が悪いのか。脳が固まってしまったのか？ぼけ始めた 
のか？ちっとも進まない・・覚えないのです。 
 皆さんを見ていてうらやましい次第です。 
一緒に頑張りましょうね。今日も勉強させて頂きます。 
 

【出席報告】 
	
 

<事前のMU> 
 井村 廣巳(町田 RC)   松浦 信平(日野受付) 
 松田 忠泰(日野受付)   谷井 正剛(理事会) 
 福田 多恵子(日野受付) 
 熊井 治孝(50 周年実行委員会) 
<先週のMU> 

 疋田 久武(日野受付)   杉田 純一(日野受付) 
 土方 邦人(日野受付)    
 

 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

MU 欠席 出席率 

本日報告 39 ( 5) 17 ( 2) (事前)5 14 61.11% 

前回訂正 39 ( 5) 27 ( 2) (1)+3 8 79.49% 

前々回訂正 39 ( 5) 27 ( 3) (4)+0+0 6 83.78% 

 

 

 

 

 
【来賓】国際ロータリー第 2750地区 

ガバナー	
 水野	
 功	
 様 



 

 

東京日野ロータリークラブ会報 
 事務局：〒191-0042 東京都日野市程久保3-37-3 
      ℡：042-594-3711 fax：042-593-0510 
 例 会：毎週水曜日（12:30より） 例会場：高幡不動尊客殿 
 ＵＲＬ：http://www.hino-rotary.org 
 メール：info@hino-rotary.org 
 

会長：横倉 利夫    幹事：西山 尚之 
会報委員会：北村 淳(委員長) 
      福田 多恵子  奥野 誠也 
      熊井 治孝   小林 雄太 
      森原 豊    山口 徹雄 
      成田 恭隆   遠藤 力 

 東京は寒いでしょうが、皆さま、お元気ですか。こちらは本格的な夏が始まり、サングラスと日焼け止めが欠かせな
くなってきました。 
 さて、今月はまずホストチェンジがありました。チェンジする３日前にチェンジすることが決まり、少し忙しかった
し、荷物が来たときより増えていたので、荷物をつめるのが大変でした。セカンドファミリーの家もプールがあり、パ
ーティールームがあり、一つ一つの部屋にシャワールームがあってとても大きな家です。また家族は両親二人で兄弟は
いないのですが、とても温かい家族です。おじいさんやおばあさんなど親戚とレストランで外食することが多く、また
太ってしまいそうです。また両親共に自営業でとても忙しそうな中、私には一年しかないから、といろんなことをやら
せてくれようとします。やっと慣れることができたファーストファミリーを離れることに不安があったし、やっぱり新
しい家で生活することは簡単ではないと思うのですが、これもこの一年でしか経験できないことですし、学べることが
本当に沢山あります。 
１２月９日に日本について１３分間程のスピーチをポルトガル語でしました。初めてのポルトガル語でのスピーチは

不安がとても多かったので、今までにないほどに練習をしました。ですから、本番は噛むことはもちろんありましたが、
自信をもって笑顔でおこなうことができ、多くのロータリアンの方々に褒めてもらえました。またスピーチに向けて、
ホストファミリーに沢山助けてもらって、友達とも練習して、改めて周りの人に助けられて生きているのだと実感しま
した。 

 
	
 １２月６日にはインバウンズとともに８月から受けていたポルトガル語の授業の卒業式がありました。授業といって
も、課外授業も沢山あり、みんなでお祭りに行ったり、ショッピングに行ったり、楽しくて、またインバウンズとの関
係を深められる機会だったので、私の生活の中でとても大きいもので、少し寂しく思います。卒業式当日は毎回の授業
で練習していた国家を歌い、映画でしか見たことがない卒業式の黒い帽子を実際にかぶることができました。またイン
バウンズ全員でシークレットサンタをしたり、卒業式後には各国の言語で Let it go を歌ったりしました。またこの卒
業式とホストブラザーの中学校の卒業式に行って、どちらも始まるのは夜で、式というよりどちらかというとパーティ
ーのように皆が盛り上がっていて、やはり日本とブラジルの違いを実感しました。 
 そして１２月１８日にはダンススクールの発表会がありました。普段は週に４回２時間ずつの練習なのですが、発表
会前ということで、今月はほとんど毎日補習練習があり、土日には８～９時間練習しました。もちろん今はまっている
ダンスがそんなにできたことも幸せでしたが、何よりそこに多くの友達を作ることができブラジル人をもっと知ること
ができたことを幸せにおもいます。ここに入っていなかったら、きっと学校以外で親しい友達を作り、一緒に出掛けた
り、ご飯を食べにいけることもなかったと思います。それと共に私のポルトガル語の伸びも感じることができました。
そして発表会当日は友達に素敵なメイクをしてもらい、多くの歓声の中で踊ることができ、そのあとには皆で打ち上げ
をし、本当に特別で素敵な一日になりました。最後に先生を中心に全員で手をつないで輪になって、先生の言葉を聞き、
皆も先生も涙を流していたのはとても印象的で、先生の言葉を全部は理解することができなかった私も心にじーんとく
るものがありました。たった一年しかない留学生活でこんなに素敵な思い出をつくれたことをものすごく幸せに思いま
す。また、自分で積極的に動くことで得られたことだと思っているので、私が派遣候補生の時から目標にしていたこと
が少しずつ実現できているのだと大きな自信になりました。 
 

 

        青少年交換  2015-16 年度派遣生：相原汐花  派遣国：ブラジル連邦共和国 
	
 

 

  


